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（７７）栃木県粟野町の鷹ノ巣鉱山跡
（道下坑、峰山坑）

参考文献（１）を手引きに、栃木県粟野町の鷹ノ巣鉱山の探査を行った。この鉱山も足尾山地に沢
山あるマンガン鉱山の１つである。現地への道順は次の通りである。鹿沼方面からは、足尾に繋がっ
ている１５号線を、粕尾峠に向かって進んでいく。道下鉱へ行くならば、発光路地区を通り過ぎ、周
りを良く見て後掲の写真１の所に車を駐車する。峰山坑へ行くならば、発光路地区中の後掲の写真５
の当たりが入口となる。 当初、参考文献（２）を手引きにした。この本は、２００８年の発行年で、
本中での現地案内図は、最新の地形図を模写したものであった。しかし、数回現地を探査したが、全
くの空振りに終わった。そう言えば、かって、この本に従って、湯西川近傍の銅蔵鉱山を探査したこ
とを思い出した。案内図中の銅蔵鉱山のマーキングの位置が、数ｋｍもずれていたのである。真の場
所は、現地で散策していたおばさん達に教えてもらったのである。それではと考え直し、参考文献（１）
に従うことにした。が、少なくとも４０年以上前の探査記である。粕尾峠に向かう道はかっては細い
林道であったであろう。が、現在では、道の拡幅、直線化が行われている。本中の案内図と現在の現
地の状況は、似ても似つかないものであった。文献では道下坑へ行くのには、沢に新旧２つの橋が隣
り合って架かっている所の先であると図解していた。幾つかの沢を探したが、２つの橋のあった痕跡
を見つけることが出来なかった。が、ついに見つけた。道の拡幅にともない、２つの橋は連結され１
つの幅の広い橋になっていたのである。参考文献（１）に従って、道下坑を見つけることが出来た。
この鉱山跡だけではないが、山中には地形図に記されていない林道が、網の目のように延びている
場合が多い。本探査記を参考として、探査を行う場合には、周りの状況もよく観察しながら、探査を
行うことを勧める。

探査日 ２０１１年３月、その他

図１ 国土地理院２万５千分の１地形図「中粕尾＋古峰原」より。黄緑丸は坑口跡。茶色はズリ。
川筋の付近が道下坑跡。その右下の山中が峰山坑跡
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鉱山跡写真

道下坑

写真１ 沢の手前のこの所が広いので駐車で
きる。沢には１つの橋が架かっているが、近
づいて良く見ると２つの橋が連結されている
のがわかる。

写真２ 橋を渡って約１００ｍ先。道路の左
側前方に、粕尾川に降りていける林道がある。
下って行くと、その内に大きくＵターンし、
川を右下に見ながら進んでいくことになる。

写真３ 左側前方が道下坑跡である。右側前
方の白いところは粕尾川。坑道跡は川縁にあ
る。
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写真４ 写真３の左前方に進んでいく。坑口
跡は少なくとも４つあった。右側の坑口はし
っかりしており、内部も綺麗であった。足元
はズリである。ピンク、茶色、黒色の層から
なる多色の綺麗なマンガン鉱を数個採集した。

峰山坑

写真５ 峰山坑への入口となる。中央前方
の林の中に峰山鉱がある。正面の神社の前
を横切って林道にはいることが出来る。

写真６ 林道にはいると直ぐに、林道左側
に社があった。
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写真７ 林道を進んでいくと、他の林道
に交差する。右側上方に進んでいく。

写真８ 林道を更に進んでいくと、また他
の林道に交差する。左側へ、１００ｍから
２００ｍ先にすすむと、右側斜面に、ズリ
と、坑口跡がある。写真９を参照。
右側に、５０ｍから１００ｍ進むと、左
手斜面に坑口跡がある。写真１０参照。

写真９ 坑口跡である。峰山坑跡か。
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写真１０ これも坑口跡である。

採集鉱物写真
道下坑跡では、黒っぽく重そうな石をたたき割ると、ピンク色の断面の石を、今でも容易に採集で
きる。幾つかを採集した。それ程の物ではないので写真は未掲載。
峰山鉱では、ズリはあるのであるが、めぼしい標本は採集できなかった。

参考文献（３）に、「宝沢鉱山」の調査報告の項がある。「発光路部落より西方約１ｋｍ、粕尾川北
岸にある。」との記述があった。この探査記事で紹介している道下坑の少し上流の当たりのようであ
る。粕尾川北岸のその当たりを探査したが、何の鉱山跡の形跡も見つけることができなかった。参考
文献には、「宝沢鉱山地質鉱床図」が掲載されていた。図２として、それを複写掲載しておく。Ａ坑、
Ｂ坑、Ｃ坑の配置と向きは写真４の坑口跡と、良く一致しているように思えた。どうも宝沢鉱山＝道
下坑と思われた。では通洞坑は？。探査現場を道下坑として、再調査を行った。図２中に記されてい
る位置で、閉塞しかかっている通洞坑を確認した。写真１１である。宝沢鉱山は鷹ノ巣鉱山道下坑と
同じであると確信した。

図２ 宝沢鉱山地質鉱床図。参考文献（３）より。



- 6 -

写真１１ 閉塞しかかっている通洞坑跡
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